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5 万分の 1 地質凶幅 古市
説 明 書呉川J

別ゆII路一第 25 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員石山昭三

はしがき

この図幅は，昭和 41 年から 43 年にかけて実施した野外調査の結果を，とりまとめ

たものである。

この地方は，夏季になると根釧地方特有の濃霧が多発し，日照時間が少ないので，

農林業にもみるべきものはない。しかし農家は，この地方の丘陵性地形の特徴を生

かし，年々乳牛の飼育数を増やしていて，農業経営の体質を変えつつある。とくに最

迂では，パイロットフアームの開発計画が進み，大規模な酪農経営が試みられるよう

になり，この地方の主産業へと発展しつつある。

調査地域ぽ，摩周火山の噴出物が厚くおおわれているので， ド位の地層は，道路の

切割や河川の流域などに，わずかに露出しているだけである。このため，地質凶では，

地層の露出状況を誇張して表現した。

野外調査に当たっては，北海道大学理学部地質学鉱物学教室の湊正雄教授から御指

導をうけた。北海道立地下資源調査所の松井公平研究員からは，野外調査ばかりでな

く，とりまとめの段階においても，いろいろと御協力をえた。また，三谷勝利燃料鉱

床科長には貝類化石を，長谷川金属非金属鉱床第 2 科長には火成岩類の鑑定をそれぞ

れお願いした。

報告に人るに先だち，上記のjj々に厚くお礼申し上げる。

I 位置および交通

この図幅は，北韓 43°10'.......43°20' ・東経 145°00'.......145°15' の間にあり， 行政上は根

室および釧路の両支庁管轄地域にまたがっている。

風蓮川を境いにして，北部地域は別海町にふくまれ，南部地域は浜中町にふくまれ

-1-



るが，束'部の・部は恨室Iflに属している。

交通機関は，地域の東南部に凶鉄恨宅本械が，北東部にい]};k標津線がそれぞれ通じ

ている。このほか，町営によるディーゼル軌道が，茶内を If:!心として，それぞれ東fLl

;.k }}IJ , I列円;.k ~IJ ， Ji松の問を運行している。しかしこの軌道も，泣路の整備が進むに

つれて利用倒的が少なくなり，現在では，川辺集/舎からの集乳などに利用されている

にすぎない。

道路は，年々整備され，根室本線とほぼ並行して国道 44 号線が，また標津線沿いに

国道 243 号線がそれぞれ縦走している。 さらに， 図幅の中央部を北から南西に向っ

て，浜中ー西別間に道道浜西線が通じている。これ以外にも，町道およびパイロット

ファームに通ずる道路があり，下手の運行が可能である。

市街地は，根室本線の姉別駅周辺にあるだけで，あとは，開拓地などの集落が点在

するていどである。

II 地形

このいくl幅地域の地形は，根釧地方に!ム.く発達する丘陵性台地と，台地の間に発達す

る湿原地帯とからなっている。

調査地の地形は，大きく，次の三つの地形|互に区分することができるつ

1) 平坦な丘陵性台地

2) ほぼ平坦な低位台地

3) 河川氾濫原

1)は，図幅の南部に発達する標高 60~80 m の丘陵性台地である。この台地形は，

東方の根室半島から海岸線にほぼ並行して，西方の厚岸および釧路方面に連なってい

る。

2) は，1)の内陸側に発達した標 i肯 40m 士以下のやや解析の進んだ緩傾斜の台地あ

写真 1 風蓮橋より湿原を望む
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るのこのl司l隔地同内では， IN市丙から北東への!よがりを示し ~tにi持持する丙別凶r[Jhl

にわIc~ 、てし、る。

3) は，1)と 2) の問を流れる大小川川の流域およが風蓮湖 J~;~などに常連する 11/IUt低

地である。野地坊主・ヨシ・アシ・トクサ・スゲなど多くの服地性植物が繁茂し，制

却III京野特有の混原を形成する泥炭地である。

|斗|幅内の主要なれII川は，ヤウシュベツ JII，ケネトウシュベツ川，風蓮11[ ，姉 J}IJII[,

J}Jj\L{ 賀川などで，蛇行しながら丙から東へ流路をとり，風蓮湖にそそいでいる。

III 地質概説

この凶幅地域の地質層序は、第 1 去に示したように，下位から， 上部白亜紀の恨埠:

層群にふくまれる太出村層，第四紀更新 ttt の風蓮湖層，茶忘骨層，矢臼日 IJ 層 p 現I甘:の

新期火山灰層，現河川氾 i監原堆積物から構成されている。また，火成岩類としては，

根窒層群の太田村層中に近入しているモンゾニ岩質岩と，粗面組粒玄武岩がある。ほ

かに p 普通輝石角閃石安山岩も Ii 同所露出がみられる。

恨宅層群;は，恨宅、ず烏から主:!11路 I tTの東方地域にかけて， Iよく岳連するものであるが，

第 1 表地質層序夫

H寺 {¥: 1山U 層 名 模式柱状図 d→l子lJ 半; 炉、 火成主守類. it イ l
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この同幅地域には，恨宅層群中の太田村層が，一部分布するにすぎない。おもに，砂

行と ttl己岩の互層する有相のもので，この瓦層部rllに，灰青色の「ホネ行」様凝灰岩の

薄層を介在することがある。

風蓮湖層は，海成一汽水成堆積層であって，太田村層を不整合におおって発達して

おり，ほぼ閃l隔の全域に分布している。おもにp 泥，砂喋，軽石，火山灰などから構

成されている。岩相から，下部層と L部層とに分けられる。海棲介化石を産する。

茶志骨層は，姉別川より北部に分布している。おもに，細礁，砂，火山灰などから

構成されており，偽層の発達した陪水成堆積層である。

これまでのベた地層の上位には，摩周火山の噴出物と考えられる新期火山灰層が全

域をおおって分布している。乙の火山灰層は，北に隣接する標津図幅で，松下ほかは

第 1 層から第 12 層まで分類しているが，この図幅では，第 1 層から第 11 層まで分類

することができる。松下らの第 12 層に相当する火山灰層は， この図幅地域では明ら

かでなく，第 11 層の下位には，水のなかにたまったと思われる火山灰質の堆積物が，

ごく一部で観察される。 乙の堆積物は， 図幅地域で第 11 層とした地層の下位に発達

するもので， 標津凶幅で松下らが第 12 層としたものと違った堆積物と考えなければ

ならない。したがって，この凶幅では矢臼別層としてとり扱った。

現河川氾j監原堆積物は，砂磯，泥，粘土，泥炭などから構成され，風蓮湖岸および

主要河川の流域に分布している。この堆積物の発達地域は，ほとんど湿原となってい

る。

IV 上部白亜紀層

IV.1 根室層群

乙の層群は，根釧地域の基盤をなしているもので，南に隣接する霧多布図幅地域で

は， 1, 500 m 以上の厚さで発達している。下位から，太田村層，門静層，カリカン層，

幌戸層，厚岸層および、霧多布層の 6 層に区分され，北から南の太平洋側に向って，順

次上位の地層が累重している。しかし乙の図幅地域には，最下位の太田村層が，図

|幅内の南端部に，わずかに分布しているだけである。

IV.l.l 太田村層

太田村層: 小山内情、ほか 2 名 1961
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写真 2 太田村層，砂岩，泥岩互層(風蓮川万世橋付近)

標式地: ノコベリベツ左岸万世橋付近。

分 布: 閃l隔地域の南端部のノコベリベツ ill ，姉別川および日/J当賀川など、の流域。

構造: ほぼ N60ー-80ー E ・ 20° SE の走向・傾斜をもった単斜構造を示している。

この構造は，霧多布|ズ|幅地域で，恨宅層群が示す構造とほぼ同じである。

FJ 質および t-HH: 下部から ， t尼計，細粒砂右の互層，粗粒砂宕および， V己右ーから構

成されている。互層部は， I出灰色 j肥料と灰色細粒砂岩からなり，それぞれ 10 数 em の

厚さの板状互層を示している。なお，この互層部 Iドには「ホネ石」様の外観をもっ灰

古:色の凝灰岩が， 4~5em の薄層として介在している。また，粗粒砂岩は，灰緑色を

呈し灰白色の軽石粒を多量にふくみ，斑点状をなす特徴的な岩質を示している。こ

の粗粒砂岩を顕微鏡で観察すると，単斜輝石，斜長石のほか，玄武岩質の小角礁や軽

石などをかなり多量にふくんだ凝灰質砂岩である。これらの岩相は，ノコベリベツ川

の万世橋付近に露出している。この岩相の上部と考えられる暗褐色泥岩は，風化する

と容易に細かく訓れる特徴を示している。姉別市街地付近にわずか露出するのみであ

る。
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V 第四紀屑

この凶III両地域に琵達する第四紀層は，更新 ill:の風蓮湖属，茶dLi骨層，矢rl7JU!'需およ

び現祉の新期火山灰層，現河川氾括原堆積物などであるの

吉
ぇ

.(14)

デア

\官 \J
¥

。6 新矧火山灰柱状 1

・(6) 更新性柱状J-

柱状分布位置図

V.I 更新世

V.I.I I孔蓮湖層

風蓮湖層: 三谷勝利ほか 22 附

標式地: 姉;， JIJ 市街北方約 lkm の八千代付近および風蓮川下流。

分布: 凶幅地域のほぼ全域。
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岩質および岩相: 喋層，砂層，泥層，砂礁層p 火山灰層などから構成されており，

岩相によって下部層と上部層とに分けられる。

下部層;土，礁層と砂層である。礁層は，同結の度合はあまり高くなく，ハンマーで

たたくと，容易にくずれる。礁は，ほとんどが直径 5cm 以下の亜門礁~亜角礁であ

って，礁種は，粗粒玄武岩が大半であるが，ほかに，玄武岩，安山岩質玄武岩，輝石

安山岩，角閃石安山岩などがふくまれている。この程表層は， ノコベリベツ川の万世橋

付近で， 根室層群の太田村層を不整合におおっている。厚さは 4m 土で， 風蓮湖層

の基底礁のように考えられる。砂層は，全般に，黄褐色の軟弱な砂から構成されてお

り，石英粒や細粒な軽石を多量にふくんでいる。また，ところによっては，安山岩の

くされ礁をふくんでいる。この砂層の上部から，海棲介化石を産する。

上部層:ま，風蓮川から北側の河川流域に発達しているが，下部は， I情灰色の泥層と

陪褐色の砂瞭層で，泥)暑中には，炭化した木幹や木片をふくんでおり，砂礁層中には，

海陵介化石も産出する。上部は，灰白色の細粒火山灰層，合軽石組粒火山灰層および

軽石に富む砂時層などの薄し、互層で，火山性If.積物を主体としている。

乙の風蓮湖層:J:，東に隣接する厚床閃l隔地域の風蓮湖南岸を標式地として，三谷勝

利らによって命名された地層であって，根釧地方の第四紀更新世前期の代表的地層で

ある釧路層群の一部に対比できる。

また，北方の標津図幅地域に発達している戸春別居は，岩相から，ほぼこの風蓮湖

層の上部層に相当するものと考えられる。

化石: 八千代付近に発達する下部層の砂層と，風蓮川下流に発達する上部層の下

部から，次のような化石が産出した。

Ostreasp.

Patinopectenyessoensis(JAY)

Cardiumsp.

VenerupisCA.)japonica(DESHAYES)

Protothacasp.

Spisulasp.

ウニ

※) 標津および野付崎図幅 1967
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層 厚:露出が断片的であるため，正確な地層の厚さは不明であるが，下部層は 8

m 士で，上部層は1O~20 m と推測される。

V.1.2 茶志骨層

茶志骨層: 松下勝秀ほか 3 名 1967

標式地: 中矢臼別から上南をへて，風蓮川の支流をわたる橋梁付近。

分布: 図幅地域の中央部から北部にかけての地域。

岩質および岩相: この図幅地域では，細喋，組粒砂，細粒火山灰および軽石質火山

灰などから構成されている。写真第 3 葉でもわかるように，下部はし、ちじるしい偽層

を示す細喋，粗粒砂，軽石質火山灰などの互層である。しかし，上部は黄灰色呈する

磨砂状の火山灰と，粘土質の火山灰などの果重層である。磨砂状火山灰には，石英粒

を多量にふくんでいる。下位の風蓮湖層とは，不整合で接する。

この図幅の東に隣接する厚床図幅地域で，ヤリムカシ火山灰層とした地層は，茶志

骨層の上部に対比することができる。

層 厚: 各露頭から推定すると， 10m 以上の厚さがあるものと考えられる。

写真 3 茶志骨層の斜交層理(風蓮川流域)
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V.l.3 矢臼別層(新称〉

模式地: 国道 243 号線のケネトウシュベツ川付近の道路の切割り。

分 布: 図幅地域の北東部の東矢臼別付近。

岩質および岩相: 茶褐色を帯びたローム，軽石質火山灰および火山砂などから構成

されている火山性の堆積層である。

写真 4 矢臼別層(国道 243 号線切割)

乙の地層は，上位に累重する新期火山灰層が，現地形に並行して広範囲に分布する

のに反して，分布が局所的であり，膨縮がはげしく，偽層状の葉理を示すj世話層であ

る。また場所によっては，水流の影響をうけたと思われるところもみられるO さらに，

写真の第 4 葉に示したように，この地層と，新党H火山灰層の第 11 層との地層界面は不

連続的である。なお，新期火山灰層がよく発達している北方の標津閃幅地域では，こ

の新期火山灰層の最下部に第 12 層としているローム，火山灰，火山砂および腐植土な

ど、からなる地層が発達している。この第層は現地形に沿って分布を示している。この

図l隔地域の矢臼別層の発達している地域では，この第 12 層に相当する地層は発達して

いない。

以上のことから，地質概説でものべたように， 1票津図'II面地域に発達する第 12 層とは

分布ならびに堆積物の岩質が幾分異なっていることからこの図幅では矢臼別層として

扱った。

層 厚・ かなり膨縮に富んだ地層で，厚いところでは 1m 以上になる。

V.2 現世

V.2.1 新期火山灰閉

乙の図幅地域の新期火山灰層は，根釧地域のほぼ全域に分布する摩周火山噴出によ

る火山灰および軽石などである。
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との火山灰および軽石は，U1田zの詳しい調査研究によって，詳細に細分されてい

る。

その後，標津図幅や中標津図幅の地域で，松下勝秀ほか，松井公平ほかは，山田の

分類を基にして，第 1 層から第 12 層まで，ところによっては，第 14 層まで分類して

いる。

との図幅地域に分布する新期火山灰層についても，松下らの行なった分類をもとに

して区分を行なった。次に，第 1 層から順次説明する。

第 1 層: 黒色を帯びた腐植土で，厚さは 10em 士である。

第 2 層: 灰白色を帯びた粗粒火山灰で，厚さは 1~5em である。

第 3 層! 第 1 層とほとんど同じ黒色の腐植土で，厚さは1O~30em である。

第 4 層:茶褐色を帯びたローム層で，厚さは1O~40em である。

第 5 層~第 7 層: 乙の 3 層は，いずれも黄褐色をおびた降下軽石層で，ほぽ図幅の

全域に分布し，良好な鍵層である。第 5 層は，軽石の径が 0.5em 以下で，平均の厚

さは， 15em である。第 6 層は，細粒の軽石と細粒の岩片を多量にふくんでいて，厚

さは， 5em 前後である。第 7 層は，第 5 層とほぼ同ーの軽石層であるが，第 5 層より

軽石の径がやや大きく lem 士で，多少角ばっている。厚さは， 10em 前後である 3

写真 5 新期火山灰と矢臼別層
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写真 6 新期火山灰(中矢臼別)

この 3 層は，南東部に向って薄くなる傾向がみられる。また，乙の層は，上位から，

山田の分類した Mg， Mh , Mi に相当する。

第 8 層: 灰黄色を帯びた細粒の火山灰と青灰色のごく細粒の火山灰とからなって

いる。厚さは， O.2-2cm である。乙のU~8 層は，山田の Mj に相当し，第 5 層~第

7 層と同様にひじように良い鍵層である。

第 9 層: やや黒褐色を'市ぴた)寓植質土である。厚さは， 1O-30cm である。

第 10 層: 茶褐色のやや砂質のローム層で，第 9 層との境はあまり明確でない。厚

さは平均 25-30cm である。

第 11 層? 淡燈色を帯びた降下軽石層で，図幅地域内では，局所的に分布している。
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軽石はやや角喋状を呈し，径は 1-2cm である。厚さは， 20cm 前後で，山田の分類

した Ml に相当する。

V.2.2 現河川氾濫原堆積物

乙の図幅地域では，ヤウシュベツ JII ，ケネトウシュベツ川，風蓮川，姉別川， }]IJ 当

賀川などの河川流域と風蓮湖湖岸に発達しており，礁，砂，粘土，泥炭などから構成

されている。なお，泥炭は，低位・中位・高位の 3 段階に分けられる(野々山ほか 9) 。

VI 火成岩類

乙の図幅地地内に分布する火成岩類は，粗面粗粒玄武岩，モンゾニ岩質岩および普

通輝石角閃石安山岩である。

これらの火成岩のうち，粗面粗粒玄武岩とモンゾニ岩質岩は，根室半島や霧多布地

域などで，根室層群下部の地層中に，大規模な岩床や層状道入岩体として分布してい

る。普通輝石角閃石安山岩については，これらの火成活動と一連のものとも考えられ

るが明確ではなし、。

Vr.l粗面粗粒玄武岩

図幅地域内では，厚床西原野アチャボンベツ川の上流に露出している。ほかの地層

との関係を直接観察できる露出がないので，明確なことはいえないが，根室半島の玄

武岩や，近接して発達するモンゾニ岩質岩などの産状から推測すると，根室層群の太

田村層中に道入しているものと考えても間違いなかろう。

外観は，陪緑色の組粒な岩石で， 1-3mm 前後の短冊状斜長石を多量にふくんでい

る。顕微鏡下で観察すると，完品質で，径 1-3mm の斜長石，普通輝石および緑泥石

化した有色鉱物がみられる。乙の緑泥石化した鉱物がなんであるかは，不明である。

石基は，サブオフィテック組織を示し， O.2-0.4mm の斜長石，普通輝石および緑泥

石からなりたっていて，杏仁状組織が発達している。

Vr.2 モンゾニ岩質岩

図幅地域内では，厚床西原野および熊牛東部の横山川上流付近に露出している。根

室層群の太田村層中に注入している。

外観は，灰桃色の粗粒な顕品質岩で，桃色の長石と暗緑色の輝石が目立っている。
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写真 7 モンゾニ岩露頭(同道 44 号線沿い)

写真 8 モンゾニ計 y 20

PI: 斜 jを石， Or:,U'?:11 , Py: 普通糾i イ i

Bi: 忠雲 IV:

和記状節J唱のを注がし、ちじるしい。顕微鏡下で観察すると，完品質で，径 3~4mm の

判長石がβl 状構造をなしており，その IIりを lmm 程度の斜長行，汗通輝石，正長f:iお

よ rY，I ，Wlミiせなどがうめている。斑状の科長イ[は，微細な13[長行，輝行をポイキリチッ

ク組織として取込んでいる。また，汗通輝石は， ?炎緑色または淡褐色の多色性を示し

ている。
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VI.3 普通輝石角閃石安山岩

図幅南西部の国道 44 号線と北 5 号線の出合付近の道路の側溝切割りに， 幅 1m 前

後の露出としてみとめられる。この岩休の分布する付近には，根室層群の太田村層が

発達しているが，両者の直接の関係を観察することはできないのしかし産状から判

断すると，岩脈状に道入しているものと考えられる。

外観は，暗灰色で比較的粗粒であって，斜長石，角閃石および輝石の斑品がみとめ

られる。顕微鏡下で観察すると，斑品は，斜長石〉普通輝石士二角閃石で，斑状構造を

示している。斜長石は， O.5-0.2mm の長柱状で，自形を呈している。角閃石は，一

般に O.5-2mm であるが，ときには 4mm にも達し長柱状をしている。 x=淡掲色・

/¥

2'= 褐緑色の多色性を示し， CZ'=120° である。周辺にケリファイト縁をもっている。

普通輝石は O.5mm 前後で，一部は角閃石にかわっている。石基は，ハリ基流品質組

織を示している。このほか，副鉱物として不透明鉱物，燐灰石，黒雲母などがみられ

る。この安山岩は，隣接および周辺の図幅地域で，根室層群に関連をもっ粗面組粒玄

武岩，玄武岩または玄武岩質安山岩熔岩などの火成岩類とは，岩質的にも産状的にも

異なっている。また，根室層群との直接の関係も明らかでない。したがって，道入時

期は不明であるが，前者の火成活動よりも後期の活動によるものと考えられる。

VII 応用地質

この図幅地域には，鉱産資源として特筆できるものはない。わずかに，石材がある

だけである。

VII.! 石材

図幅地域内では，粗面組粒玄武岩，モンゾニ岩質岩および根室層群の太田村層中の

粗粒砂岩などが，道路の路床用骨材として利用されていた。しかし現在ではそのほ

とんどが採石を中止している。

昭和 43 年当時熊牛東部に分布するモンゾニ岩質岩を函東建材株式会社，および尾

幌採石株式会社が採石していた。また p 厚床丙原野丙方に位置する粗面粗粒玄武岩休

を，石橋組が採掘していた。

このほかに，第四紀更新世の茶志骨層の砂聴や火山灰なども，近郊の農道などの補
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修用と L て件所で利用されている。
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EXPLANTORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

ANEBETSU

(KUSHIRO-25)

BY

SHOZOISHIYAMA

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

GeneralRemarks

ThemappedareaissituatedinEastHokkaido, andislocaed

betweenlatitudes43ー10'-43ー20'Nandlonditudes145ー00'-145ー15'E.

Topographicallytheareacanbedividedintothefollowing

threeunits;

1) Flattoppedhillycounty

2) Almostfiatlowlandhills

3) Alluvialplain

Thefirstunithasthealtituderangingfrom60-80m , extends

fromtheNemuroPeninsulatotheKushiroCity.

Thesecondunitdevelopsinlandtothefirstunit, haslessthan

40m inaltitude, andissomewhatexcavated.

Thethirdunitislowalluvialterrainsituateddetweenthefirst

andthesecondunits.

Geology
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TheUpperCretaceousNemuroGroupandtheQuaternary

sediments, volcanicashesandsomeigneousrocksarethemain

constituentsofthegeologyofthepresentarea.

Stratigraphyinthisareaistabulatedasbelow;

Alluvialdeposits
Holocene

Youngervolcanicashes

Yausubetsuformation
Quaternary

Chashikotsuformation
Pleistocene

Fuhrenko upper

formation
lower

Hetonaian
Nemur 。

OhtamuraformationCreataceous
GroupUrakawan

TheOhtamuraformationbelongstotheUpperCretaceous

NomuroGroup, andisdistributedalongthecoastlineinthestrike

directionofE-W. Lithologicallyitcomposedofthealternation

ofdarkgraymudstoneandsandstone, darkgraycoarsesandstone

anddarkbrownmudstone. Thintuffsareintercalatedwithinthe

alternationpart.

QuaternarydepositsconsistofthePleistoceneFuhrenkoforｭ

mationandChashikotsuformation , andYausubetsuformation , and
theHoloceneYoungervolcanicashesandalluvialdeposits.

TheFuhrenkoformationisdistributedinalmostwholemapped

area, andiscomposedofgravel, sand, mudandvolcanicash. The

formationisaccordingtothelithologicaldi 任erences furtherdiviｭ

sibleintotheupperandlowermembers. Bothmembersyield

mannemolluscs.

TheChashikotsuformationdevelopsinthemiddletowardsthe

northernpartofthearea. Itlithologicallyincludesfinepebble,

sandandvolcanicash. Crosslaminationisfrequentlyfoundin
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theformation.

TheYausubetsuformationlocallydevelopsonlyinthenorthｭ

easternpartofthearea. Itiscomposedofloam, pumiceoustu 任

andfinegrainedvolacnicash. Anditgonorallyshowscross

stratification.

Youngervolcanicashescoverthewholemappedarea, contain

humus, loam, volcanic ash, pumiceand scoria, andisfurther

divisibleintoelevenbeds.

Alluvialdepositscontainsand, gravelandpeat, andaretobe

seenalonsidethelakeFuhrenkoandinriverterritory.

IgeneousRocks

IntheAnebetsuarea trachy-dolerite, monzonitoidrockand

augite-hornblendeandesitearedeveloped. Amongthemtrachyｭ

doleriteandmonzonitoidrockaredistributedasintrusionbodies

intheOhtamuraformationoftheNemuroGroup. Astothe

augite-hornblendeandesite, however, itsexacttypeofoccurrence

andtheageofitseruptionhavenotbeenclarifiedyet.

EconomicGeology

Withintheareaofthepresentsheetmapmineralresources

areextremelypoor. Onlygraytogreencoarsesandstoneofthe

OhtamuraformationoftheNemuroGroup, togetherwithtrachyｭ

doleriteandmonzonitoidrockshavebeenquarriedandutilizedfor

roadmetal.
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